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中間期業績予想の修正に関するお知らせ  
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19年５月 15日の平成 19年３月期決算発表時に公表した、

平成 20 年３月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）中間期の業績予想を下記のとおり

修正しましたので、お知らせ申し上げます。  

 
記 

 
１．平成 20 年３月期中間期業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日）  

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

前回発表予想（Ａ）  615 △218 △207 △134 

今回修正予想（Ｂ）  517 △223 △222 △136 

増減額（Ｂ－Ａ）  △97 △5 △15 △2 

増減率（％）  △15.9 － － － 

（ご参考）前中間期実績 

（平成19年３月期中間期） 
540 △159 △167 △102 

 

２．修正の理由  

研究用試薬関連事業及び実験動物関連事業では、医薬品業界の再編による研究テーマの見直

しなどが実施され、従来品に影響が見られました。さらに、初の自社製品となる疾患モデルの

承認が遅れたこと、医薬関連事業では当中間期に見込んでいた抗体の導出が締結に至らなかっ

たことなどにより、売上高につきましては、当初の予想を97百万円下回る517百万円になる見

込みであります。一方、利益につきましては、売上高の減少に伴う利益の減少があったものの、

予定していた研究開発費用が上期に発生しなかったこと、経費削減に努めたことなどにより、

営業利益の減少は当初の予想から５百万円の減少にとどまり、223百万円の損失になる見込み

であります。 

なお、平成 20 年３月期中間期の業績及び今後の状況を見極めた上での通期の業績予想につ

きましては、平成 19 年 11 月 15 日に予定しております中間決算発表時に開示する予定です。 

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


